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0読みとる力、聞きとる力を伸ばすには、相互作用をどのようにさせればよりか。
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舞電/チジ訓咤餐   甕轟   言吾

事究主題  入門難のパズ学習

徳島県徳島市立渋野小学校 纏1:i 文男

Cバズ学習方式を取 寺上げた理轟

0明 治雛来 の一せしヽ指幸方式〔こ対する反省

一せい指導 :よ

○聞かせる教育,教師中心の教育

○個人,個性,能力を考黄。ない十ぱひ.と から

げの教 育

○学級の全員が学習に参加していない

Cf麗人中心,発言力の寿る子幸心分教育

○ひと号ひ と号を生かしきる教育

○学習 f二全曇が参加できる教育

●金員が発言できる教育

嚇人 と人 との関係 (集糎)の中で犠人を伸ぱす教育

o理解 と態度 (A問形成)邊t…元化ずきる数育

ゞ島るとの理解 :こ立って,本年ギ月から取 り組んだ。

実践はまだ壼だ幼稚であるが,理想を高 くかか 1ず で ,

とにか く実践,と にか く一歩でも前進 t′ でも`きたい と

ぃ うのが今の気持ちです .

◎バズ学習方式 :菫 絶対でないが・ 。な
e

学蓄指導方式 fこ iよ ,い ろいろな形式が轟る。しかし絶対 と

い うものはない。特 :こ学校のおかれた環境 ,家庭環境 ,子 ど

もの能力 苺饉1■ など学習指導 :こ強い影響力をもつ要素 :ま 多い。

だから,こ れひ とつが絶対 とはじヽえな与ヽ.機 :こ 臨んで学習

方式も変えてしヽかなければならなしヽ としヽうのが私の持諭である。ただ

あれもこれもとウサ彗の7ン のように,ち ょし` ちょい と球ヽえてい く

こと|よ慎 じまな:す ればならないの 1ま しヽ うまでもない .

薇 聖 といわれる升轟幸五 さん|ま ,自 分が将藉静世界でここまでこれ

〔1 }



たの 1ま 「新手一生選 幸まり 「 何かを追求 して 1′ く`とき常〔二新 しも、手

を考えたか らずある.」 としヽわれたが ,ま さ:こ教育も新手一生ず,驚

鐘創造 し,新 しいや り方ず,効果の基る方法 を考え懇 じてしヽかなけれ

ばならない。 .

③バズ学習の基本的指導

○上を耕 じで種子をまtす

ことわざ:こ「 上を耕 して種子をま:す 選 としヽう言葉がある。種子を表

く競:こ 上を耕すこよい実:を 警でる前 :こ まし`葉を爾でる。教育も織 ilこ

とで入門鐵 (幼。低う の学習の方難づ iす ,基本的な行動様式がし寺か

等しつけられていな1す れば,学習の効果はあがらない。

例えば 話すこと (話 し方),鸞 くこと (聞 き方),言葉使幹,手

の上 iザ 方 ,相手を認めあう態度な塾どれひ とつとっても,入簿期にぜ

ひ徹底して書継績安被こしつ:す ておかな(す ればならなしヽ.

特に議 しみいはオ旨導の原点であるといわれるように,話 し轟いのな

t′ 学ヽ習鐘ない.子 どもと子 おもの積の関係 (入舞聞イ系)や考え方,見

方などは話しあうことで理解できる,

ただ 、入学当擁 (像学年}ii議いが重 尊く,表現が 予まくて'き ない

ためのつまずき:ま数多 くある。そんな時 ,教趣華iよ 簑かい眼ヾ見守 鶴持

つrかが大切で,光を急 ぐ島まり,子 どもを無視したり,発言を縫番し

たり毎なしヽよう患の永しヽ教育をし着 すればなもないと思 う會

[ はゝ咲 くべきときがきたも:裏 き,実 るべきとさ碁iき たら実 仁J

子 ど建の可鏡性を信 じ,幸抱強:≪ =じ 幸と待鬱ことが犠学年 ,特 f二入

門期の指導鋳要点である。

0入学懇初 (入学直後からの指導)

ひ と幸ひと等の子どもに発言昨機会を与える.

(2 )



(傷}き ょうは どr/D道 を進ってきたの.

学校へ来・る途中,耳に聞こえたもの,見たものは

, ひとつの答えより,み重ねで£つ,3つ言える。

6‐ 議 しの途中 ,つ なざ言葉 (そ して,そ れから,そ こで〕 など

。 大 きい声でおしまもヽまでハッキ ザ言えたら,みんなで拍手す

る。 (先生も動ましと賞さんの言葉)

象:席刷に児童基をプザントしておき,各児の発言 F/・ ひん度を書

し、frし、く ら

, だれでもが答えられる発間をする。

○組織編歳

・ 一応 ,ひ とり ひ とりが発言できるようになった時点 (6～

7月 )で ,並んぜいる予譴志 〔ベア}で話しあう。

例え:ゴ「 はじな こポクが言いますよ.J～ と言って発言

する。

「今度 iま わたしが言与ヽますよ。J～ .
この時書ぶ、た 等が手を握 幸島っていると話 しの仕方が確か fこ

なる。

も ぺ7パズ と覆時 :こ イ幸ま :ノ バズを1よ じめる。

教科 |こ より,イ幸良もうぜ整んで言舌しらもヽ させる.

0バズの位置づけ

・バズ方式な,教育のあらξかる分野でj奮疇するG

どの教寺斗で 1)メ 避びの申で違組轟平等に話 しあいさせ ることが ,

パズ方式を生かす道である書

0バズメンパー と進行役

(3).
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。話 しあ う伸鶴 と進行役 (バズ長 とも言 う)(ま ,全 く同格 として教科

により:時によって,だれでもが進行役:を 務めるこ とができるよう

時 々交替 させ る。

○発言の基本警

ア 進行役の発言議基本型

・～ でよろしいか。 鍵 認)

。そ うですねe(青定)

。つけたすこと|ま あ りませんか争 (疑間)

・ もう一度 考 えでみで下 さい.(再 鑢 })

イ メンバー発言の基本型

・～ と思います.そのわけ 1ま
G・ ・ 。(推 量)

。○○ さん と同 じです。そのわけは 0・ 。 (青 定〕

。○○ さんの意見に気 すた します。 (補 足 )

,～です。 (断 定)

・今の意見 をまとめてみます と (要 約)

これ らの発言 の基本型 を一度に覚えさせた り,言わそうとしてもでき

ない。特に入学塞場では「 1ま しヽ ～ ぞす.墨 浄ヾ言えた ら十分である.

ただFe幸に応 じて「 こんな言い方もらるねJと ノ
1ヽ轟 しにして,そ れが ,

おおよそ装iえ るよう1こ なった時 ,次の発言の型 をオ旨導す る.ま た,前 の

璧面鉦発言の基本警などを握示 してお くのも/つ の方法 である.

●教師自身の自己変革

子 どもを変えることが教育であるとす るなら,ま ず ,教癖自身

が変革 しなければならなしヽ藝爾観点 1ゴ か りせん素す る前にまず実

践 して,そ の中で改善や創造 じでい く積極的姿勢 こそ大切だ と言

わなけれ iゞ なもない。

経験や議だ :す (こ たよ惨た学晉指導には進歩がなしヽ じ参子 どもの

主体性 を導 奮懇すこ と〔まできない。
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◎ 5か月鋳の実践の中から

◎ 学級の実態

O学校の位置と規模

徳島市の申r駐チ衛ょり薄へ約 /虞KM離れ,三方を由に翻まれ ,

古 くかも霧けた農業地域である幸全校児童数 |ま ?/名の小規模校

で,児菫は温厚 3純翼ヾ勤労を尊び,児童繕亜の結びつきが強い彎

○子どもの実態

/年  舞子 j名 ,女子 ∫名  計 /θ 墓

略

○教育的理解度

/ 年 〔騒議辱斗)  単  元  rぉ ぉきなかぶ .

○発  森

1,爾れど菫か導t:よ 轟iナ ません。というのはおじ与ヽさんが
ど争毎たけれ おもでしょう参

か.itは ぬ :ナ ませんc

)か
、:tiま 彙 :す ませ ん◆

かし:ti婁 姦 iナ ませ ん。

か .tti度 姦けませ ん c

匿X亜妻か・it iま ぬけました.

以上の よ うな繰 準返 導と場 薔 の変化 をお りまぜ ,言葉や動

作化ξこまな反応を考えた.

器児童の反応

この時期待有の反復 と動作化母おもしろさによって,そ れぞ

れの優1宝を表現`し ながら生さ隼 さとj舌動 した。

特に最後の
:`主

うとう 力電 tiょ 曲 :す ましたコ の段階では ,非
常 な溝足感 があ り,ホ ッ ともた表情 ぶみ られた。

(5 )
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○本時の発言のひん度

(例 をあげると)

1蓮IIII二重l

|

Oパズ学習 と学習意欲

。話 しあう学習:こ ついでr/Dァ ンケー ト調査結果から 〔児童対熊}

議しあう (べTバ尋 学習 :こ ついで

好  き 。名・ 。3/θ θ%
拳毎い  。・ e。 .  .θ %

学習意欲がおう盛 とな等,議すことに自信を持ち,生き生 き

と学習に取 り纏.み ,特に文 (七 ンテンス)と 文 とのつなぎ方や

まとめ方がうまくなった .

0そ の他の効果

(保護者の声)

・活気のある学習  /年 F児の母

学習ぶ等浩ち 生き生 きとして,金曇が学習に参無してしヽるの

でネ
:で しヽでも とでも(ま 号あいがある参

eず しヽぶん 伸びた。 /年 σ児の母

発言している子 どもの態度 ,営業を見=聞 しでいると,保育所

と:ま ,す っかり/tiわ っで,急 に成長 した.

(6 )
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およ攀紗毅な、デ… 計ヽ通な轟秒ぎ鸞、なAl還 笏轟ぎ彗屹番

重簑撃¥進

憑鬼凩難曹鑢、シ予員軋蠅辟酔洟戟畔、議鶉岬鬱惧絲等薄か

熱鶉奉鶉釉奮悪電準は藝

]工多憂§

鑽露兆轟膚鶉、むけし鑢摯警曹イ聴鍮簿嚇≪繰亀W、 十濾鱚

畿攀作纂なく鶉十灘澤惧ギリと量ヅ蘊鶉拿Å薇眈豊炒蓼か静

争電%を 食べ隆よう意還疵った鰊嘩≒シ予風童軸呟騨:隧 移《饒

等を羹うことが豊な装なつた。

際 議 粋 雉 》 瑯 卜

む靴量4鍾 簸鰤《鯰琥づく攀鯰、

「

癸趾贔謳饂聰鰊贔ζ避漱曹轟とから綺鵞飩
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・
第 9分科会  生徒指導

研究主題  よりよい人間関係を育成する生徒指導

愛知県春 日井市立鷹来中学校 高 木 保 春

は じめに

本校は昭和 56年度、校内で生徒の逮捕者を出すなど、絞内外での乱れは

その ビークにあった。教師 と教節、教師 と生徒、生徒 と生徒の間が、常に、

不信 と警戒心の うず ま く中にあ って、まともなことをつぶ しにかかる一部生

徒 と、それに したがわぎるを得ない生徒、それ らの生徒 と教師 との戦いがこ

こか ら始まった。

学校 としての機能が〃縣 化 しているのではないか といわれて もしかたがな

いような状況にあ って、 日には出せない、行動では示せないが、いいふん囲

気の中で学習 したい、クラブ活動を したい とい う大勢の生徒が一方ではいる

ことを私たちは知 つた。

そこで、私たちの指導力の向上をはかることも考えなが ら、次の 4つ を柱

にすえ実践 してい くことに した。

・ ST(短 学活 )を 学校や家庭生活の接点 とし、 自分たちの生活の向上を

はかる相互活動が出来るよ うにする.

・ 授業の中に相互活動が出来る場面を設定 し、生徒の参撫度を高める指導

法について考え実践する。

・ 基本的な行動様式の定着化をはかるため、生徒指導部を中心の して教節

の移力体制 と指導の徹底をはかるようにす る。

・ 地域 との連携 を強化 し、情報の交換・ 早期入手をはか り、少しで も早 く

対処することと地域が非行防止のため立ちあが つて もらうよう努力する。

どの 1つ を取 つてみて も大きな魂題であ り、一時は 1つ に しぼることも考

えた。 しか し、現状か らた とえ浅 くて もいいか 心、まず、全体的難轟上げな

はかる必要にせまられ、賽錢饉来る状漉をつ くり怒 してい くことになった。

その ような検溌をつ くり臨す ことに よって、藁鍮綴菫糧`軸 を彎え、他人を

理解 し一人ひ とりの向上鉾ため力を轟 しあ 予人鷺卜係を育成 していけないも



ぅのか と考 えて きたのである。

実験内容

生徒の学校生活の基盤は学級であ り、 どのような学級に してい くのか大切 ,

な問題である.現在 どんな状態であるのか担任は正 し
“
くつかみ、 どのような

手だてを加えれば向上に向け動 き出すのか常に考えてい く必要があ り、実践

に移 していかなければならない。

学校が学校としての機能を持つためには、一番の基である学級が、学級と

して機能を持 ってこなければならない。さらに、学級をつ くっている小集団

が、その機能を発揮 してこなければならないと考える。

私たちは学級づ くりの最 も大切な場 として STを 考え、生徒の生活のすべ

ての接点 としてとらえ重視 してきた。 ここでは、 STの 実践についてのみ以

下に記 したい。    ・

0・STの 販 り組みについて

・ 昨年の 9,月 段階には、 STら しい STが行え
ノ
ないようなクラスもあった

が、大筋では生徒はグループにならず、全員が前を向いた隊形で行われ次

のような内容の ものであった。

(朝の ST)

・ 朝学 習

・ あい さつ

。健康観察

・
・ 一 日の 目標づ くり

・ 家庭学習の確認

・ 意れ物 しらべ

・ 先生命話

こ鍮渕 争がその まま行われ ていたかけでままない解、 舞容 lf紗 暮 勢最二侍

よ うな 亀等で轟 った春 また、美質擁な機幾鍼 少な く諄式鑢ξl繁 ft・ て
｀
1ヽ 悪だ

けで :ま ないか とい う鑓饉Ъ畿や鸞 季舎 轟管轟 3奉 分 をあて ,「 い 基が等鑢 ご

(帰 りの ST)

・ 家庭学習の確認

・ 生活面での反省

・ 係か らの連絡

・ 明 日の持 ち物の確認

・ 先豊か らの1連 絡

・ あい さつ



お り始 まらない、 て きば ざと進衛 で きない、 内容鮮 参等ヽ、熊 鑽が諄 諄`鰺 衣吟

聞轟辞毅 内嚢職 毅奮の場難轟 されて きた。

・ 小纂 覇に よる活動メ軍 準入れ られ ていない こともあわせ、 纂T器 プ響ダ サ

ムを醸定 化 してい る こと等反讐 し、小簾磯 溝雛吟慧 鍵を轟轍す る と |も 鍾、

次の ことを共量に持 って実議 してい くこ と難な つた。

17)畿糠 自身が、 互に呼 びかけ あ ってチ ャイム と共鍾毅箋轟 入れ 纂 よ う韓

す る こ とΦ

軒}時 鸞分け じめ を常に意 識 させ る こ と。

(ウ)織 ま りは、盤徒 の と りかか りやすい形式鈎、事務 的な白等路 もの とす

る こと。

←)家 庭で学習することや撃鸞鍮蒔法は、具体鋳鋭緩難申中で搬示す懸。

舞}共 闘で解決を必要 とする生活上の問饉を重醸鋳きこ入れ らこと。

(力}学 習 も班で活動で きるよ うな内容の もの とすること。

←〕 班 日記を書かせ るようにすること。

´
(ク)「 ○○壼の話 し合い :ま 、○○で よか った轟等いい点を見つけ評鸞 して

い くこと。

以上を もとに、 疹T吟 公開鑢鍵を絞け菫に公鶴 しあい、菫轟参鏡 し合 うこ

とを何度か くり返 し、また、嚢咸畿育蒔場で轟 じ舎 った りもしてきた。

・ 昨年度の実畿では、だヽ銀鐵 〈懸 いこよる溝難参竃轟を離轟毅簾ζ録亀簑 り轟

めぬ クジスがあ つた り、鷲 議認鍾いた っては、数人母教鐸鉾取 り難尋 しかな

か った。

しか し、本年度憑 爾講鈴慧 機や麓響性が ク 響―・ズ 4ず ップ されて きた。

経験 参轟 る畿無 命一部 か ら轟 鶴、特喘 かヽば んな こと しか書か ない とい う慧 見

の あ る一 方、 救師 の気付か ぬ ことがわか って よか った とかち鷲 角で轟 し合わ

せ るのにいい轟購が 轟て きた等肇維告 亀島,等 ち さらきこ彙 な入れ てや あ こ と韓 、

よ って、書 いた生徒 と毅鋒 咋意志蒔覇雄が ぶよかオtら な ど轟 さξちで きた彗

葦 塾翼まま、生後 騨恵や先鐘 駐盤織 幸翼 無を ま 拳よしヽ も侍導 してい く―燿路勢

薫輔が提選され、童畿藤大きいとい撃織群が家事オl彙 中



そ こで、 次の ことを共鷺 鍮権 導宰壌・ 扱い方 として、経彙 |)士 義,11筆 ll艤

む ことに な った。

l~/)輩 餞議を書 く蓬策 をわか 毎せる こと。

(イ)ど んな こ とを書 けば いいのか指 導す るこ と。

(ウ)一 ベ ー ジは書 くよ う指導す るこ と,

←}毅 師に対 して書 くのでな く、伸鷲に対 して書 くような姿勢で書 くよう

指導すること。

け)ふ まじめな警 き方が機てきたら、事情を開き鶴轟をすること。        ・

級)必 ず朱を入れて返すこと.・

軒)教 科に関する内容であれば、教科担任の意見も入れること。         
°

{ク)い い書 き方、内容について クラスの全生徒に紹介すること。

また、学級会、学級指導等の時間に取 り上げてい くことt

O 結果について

生徒の代表 2名 が難に立ち、 プログデムに従い形式的に流れていた ST

が、朝の学習、一 餞の夏雀等学年で統一 した方がいいことまま、 どの組 も行

い、他はクテスの事鸞にあわせ業戦に扱われるようになった。

また、相互活動の場面 もみられるようになってきた。梶えば、

。一 日の 目標を班で話 し合い班ごとに決める。 (蘊の 理響に もなる )

・ 朝学習でわか らないところを聞き合い、毅え合 うゃ

。一 日の学警でわか らなぃところを出 しあい教え合 つ。

蓼あいさつ運動、 530運 動について、 クラスの取 り轟みを難で議 し合     ・

う。

中班 轟記の中皓蘭饉を轟 し合 う.

等 々、そ して、 こ伸ょうな畿x活動の取 り組みが、班長の役割、指導導声

法へ とつなが っていった り、電 難證へ と結びついていった。

tの 班 鋼記が、儒人の感曜、数覇や鸞員の批判 といった内容から、先なこ

書かれた薩容について意見が轟され、饉 鏡記の中で討論されるような状況

・勝ζ生まれてきた。



1   ・

また、菫 を降上 させ るため母提案 亀l鶴 され 悉 よ うにな った争

しか し、すべ ての縄が そ うな ったかけでな く、 クテム轟 よ轟叢 亀藝立 って

きた。一部生徒 の鱗書、や る短分ない金縫 を
'薄

慧:こ して、轟亜轟動がなか なか

実 現で きず警 しんでい る教師 の多い状験で :よ ら轟が、 ま ともな豊繊が らぢん

で生簿 していた嘆 を思 うとか な り様子が変 って きた。

次に饉 籟記の 内客が、 STの 相互紙動 と鮭びつ きよ りよい憑ぼ くり、学緩

づ くりに結びつ いてい った例 を 2～ 3あ げたい。

(例 1)協 力的な理をつ くるため、壼対抗の バ ア…ポ ール 大会 を とい うこと

か ら学畿会に取 り上げ られ、 経Tで 爾 ごと作戦な ど議 し合われ 大会が行わ

れた。臨 力が 十分で きなか った鐘鍵 につ いて麗 毬織鍵「
。・ 吟゙・経のバ ン…

ボ ール 大会 は 15対 1と い う悲惨 な結 果で した。 こんな こと書 いた らいか

ん と思 うけ ども 学少 し浅井 さんに動 いて もらいたか ったど 0,池 購彗 も藝村

さん もがんば った んだか な い。で も ミス して もやつ あた りせず動 ま しあ っ

て 1点 とれ ただけ で もよか った と思 うJ 浅井 さんは「 早 くこの ノー トに

―
書 きたか ったんです・・… バ ンーボール の ことがず っと気がか りであや ま り

たか ったんです。 理 員のみ な さん、 すみ ませ んで した。一人ひ と りが全 力

をつ くさない と班 の人たちに迷惑のかか る ことが よ くわか りま した選 (騨

(例 2)3琵 の班 轟轟か らクラスに花 を機 くため轟、み んなでお金 を懇 し合

お うとあ った。 問 じ饉 の申で種 か ら育 てた らど うか とい 多意 見が 識た。 そ

こで、 これ を全 員に結 介 し各壼で識 し合わせ た ところ、 ごめ罐 も大賛成で

あ った二 8職の機 案で、各麗が機 や熱 を もち よ り鐘いあ って咲かせ る こ と

にな った。それ までは気付いた人が持 って驚 拳 ことと し、 F真 をあ りが と

う選 吟鶴 示をす る ことな ど決め 与れ 突衛 :こ 移 され た。 (1年 ≫

(例 3)伸 聞争まずれ キこついて解決 してい■ヽ ない と鐘活暴は よ tノ も`母 :こ な って

いか ない。 とい う意 見を母 りの ST‡こ紹 介、 ア ンタ ー トを班 った ち伸 麟は

ずれが 鵞静 4の 最 大命難点で 島 るこ とがわか った。巻難で具体 的亀t側 や対

策 についてか亀 摯真剣 靴議 し合 っ貴1。 金 員で麟篭滋ついて繊 極 凛畿・い、押

力 し〆てい くことを誓 しヽ会 った。そ」〕を1尋 理 露識か 祭「 今 も な碑予ξま尋lん な



こぽ》まん まです争モんな路が まんで おまぐ ∴中か毒幸゙

こんで くれ る とbヽ い な基 と思い ます。い華警野井学爾轟競ケこや斗子を入壻
.1′

ま

した。 も うス ダー トしたのです。が んぶ ってみ たい と薄、場・ます。J(黛 年 )

鍼上、 1年畿は入学 曇祷 か ら学年義 量の共 進理解 と一貫 しナ指導導携が と

れた ことか ら、場難の段階ではあるが轟菫満動の定 鑢化が進みつつ も孝)。

2・ 3年は途中か らとい うこともあ って、組の事情 亀異なることか も lギ壺

ξ曇どではないにせ ょこの様 な例が、上げ られ るよ うまこな って きた こと雛:体 に

進歩鍮 きざ しを感 じてい る。

灘わ り轟

ま ともな学 校であれ ば、 轟然行われてい ることであ り、つ まらない ことか

も無れない。 しか し、今俸私たち鑢、 発た り鱗鉾事を発な 幸欝 1駐 轟来 るよ う

にす る ことが襲いであ 拳。 203年 にこよ、非衛生継 と呼ばれてい る生徒が激

バ ーセ ン トい る。以前は、 この様 な生徒が 理件 とごか ない ところで 力を持 ち

毅鍮‡ま、やれ ら吟鐘徒 の対応 に中心をおいて きた。いやおか ざるを得 なか 嗜

た。そのため、 ま ともな生徒 を放任せ ざろを得 ない事情に あ った。

脅吟機 な状況が全体 を乱 して い った との反省か ら、 大勢の生徒 中 :r)こ 考え

STか ら入 った。 STで の相互活動が、援業へ も顕 り入れ られ諜肇 内容を考

え碁必要か ら「 援業計 藝 カー ドJを 生み、「 疑難記録 ノー トニ生み 出 し
‐
こ「き

た。小、集圏に よる機互活動を基盤に して壺徒会活動や クテプ轟難が行わft慈

よ うにな り、壼 轟量 を奉 Pわ と しえ指導 を義気 よ く鏡け 島こ 鵬 こ.ミ っIIゝ I:'F

を許 さない、生尋 轟 きない集難が 轟来あが すて くる もの と禁 じて時ヽ おたしヽむ

地域連携では、 /」 中ヽが 五鍾疑難 を会霧
=し

合い話 し合 った り、共通 デーマで

購 報 を交換 した りして推導の方渡な考 えた りして きた。 また、それ.ギ れの地

域 ほ難iか けてい き、小 キのほ轟 |マ
.や

機母人 々 との憲襲会を持ち、葬fTを ネ鋳

か さ驚しヽ地域 として主ち島が っては じ与ヽこ とを依襲 した り 1ノ てい るっ :鍛 lliよ

轟溝奮が多 く1職 り、強い翼心が示 されて き》11こ とを私たち :よ 喜 こんでい基。

1 1



騨ノ
『

鶴 基顕バス挙審羅斃集会・

鸞 璽 /4rオr額 蔵甕み
'賞

で 奪レL犠蒔 拝

轟l'事 で簑ハ/キ 資    し群めて摯

裁興申が可鞠中獲  滋 ラだItヨ麟)1レ1:こ ノノκt、

レ ノ■い`1ノ Fゝtく
ノ9Fノ キ (S、 まι埒 )7月 ,藤 、干育角ノ′醸:タ ク璃浄らの

新
=徒

維奏f「。4″百余Iミ 及′ぶづ参照務:t毎 て ク・尚鋳議がガギ

ゥヽった.土滋臨 で抒教彰厳でスみF与 摯が■ て
い.厖夜を解ル

で
°
it、 漏あスク´

'ン

バ・スの時顧セイ渥ツ葺
「

疑さオてもヽ静雛乃 
チ≒

11.ゴ鞠暉′療をあ卜あlミ詫 じス.あ る者質要に聯してみ鉾4載資

幕ク・シt。 あら移暉ジ辞えして留舞贅し驚・ I滲機み。狐魚マ帯凝

が響な鷲 であゼ了Jκ 考夕`乃だ:く 榎■
“

ていて↓ くヽオしく警しt

ハ′が〃轟.「ふんκた為みんしヽア『 プ`ツ′ヾ :〕 がいあがあ畷》くらうルく

ふじ°だ々しもの。何9hi・ゐ↓しみくつですガヾツてためJ・ 彰に砕み

クヽみ唆ノЦオ‐ノゞ ガa tt v.ざ ずん 「二びL墜 ″ルが署く女2い tT/4

挙ク産
=り }鮮 ,2口響五t縛稜

“

疑濃
'多

ダ溺ケタ′席澪ピで1

不ガぐ脅鷲♂が
―`/卜 影等・つて滲L tt ι†てさЙ二VIあ ら,オ歿

^箋
夕亀1■輩1零

も孝略今ばし辱びつルのであるダ・プ暉卜辱つてモ′

票
っも河申昨諄コ手手しヽ VZあ つtT

った.

碁鶴誓厳  争 盛鯨電言F貯
=難´

のヽなわ′室質籐小が:漱後・″灘襲喬ttて 2曜格魔顔 ろヽel驚嘆

留'ハ よう4 
・
騨 守ハみ毒 ■綺おしてニトをt掛 ら軋ン.響腱霧

撒 晰じめテ寿資を■.尋ιハ燿対しこ1・ 酵言命 LF、

t  F   )

零9

檸うあ員難ぐい寿＼



群 斃籐額 ………バ
｀
ズ澪罐 Iミ ↓み曜がで議ハ質響6晨駿ガ ………賞・

レ
   1

室費か渡警:を
°
上叶な埒 ピ顧 桂1/

ょぅ
「

ブ浮 glt r「 み ゛顎夕亀小拭 錢 蔵嵐呼彙 ¢:ガ
VL種雛露7を て移あり。

式嗅̀
網

iダ 学琴 て。tて ,ゞス澪 督 じま凛串入′颯 砕′ 0.爾 廿・ア運 制 で"あ

:移 .孝歿 ずダ積や。前 違ρ ま都ぐごLt千あ )じ ιT`饉聾 lTイ色τろ ア

Yで あ議が:目師に、髯颯膵。ま瞬 め客〃Lお 耗雌椰い燃 たて。ぃ秩

滋 ね (■力)あ 。  t
ガ教鶯■

・
r//mみれ 鳥.琴繰槻 /メ めヽヤ媚環夜.であ参夕.帯

t確勧 丁.陵酵 ρ 滋 絆ξ%)と ゼン 多ヽ拡疑′J導 多しかなユて

いる,スプ・イルノヾ・スで`ゴめ
=/4_の

費司・ lT`清 達′繊縁 薇メユ1)島

鴬らく移多ttら 。モレt脅
~t↑

|ミ .鳳ぞ舞薄の勝慮わ多奪「
的■りもゲ言歿

へa撃箱↓さ書:や｀専であ 孝.護路露導もいでみひ夕孫 ぞ碗 ItA

スで。しlみ 。濃月寺内π守曜・雀め守【・驚轍脩斗 tt賢聞■現丈季拳|

だ丸や稜ク多いビ3″ 諷ら。

ぁヽ登じ拝.撃‐縫′切率薄靭め

く尋幹ぃわ中あ群嚢許議磁掟A tt「下も

lF。「嘉:舞島競算rf嵐
で落爵ぶた が'あ

|で 、移ヽ で゙あ っ臓Ⅲ

ヒ4よ うギ寡編Lの え農卜t雛 ドしても壌冒獅崚ゐtふ `シt〕 写7__車 F71■

イトr′ 丁二しヽだ‐う層駐し1■ 壼菱LβR｀ て子れ払tT.で 1藤爾えり鎮ん 卜もし4が・
.

ド援棠′彼基 Jで。あ )丁
=じ t4Lあ l↑ 。囀斗置維′呻にバ・メ導

:

審驚摯.′,入颯。礼′支夕累a硼斃いちん手t.卜 .ジリでヽ

けシ性モ情
「

■みパt樅澪り。リーク一゙鷲ズ。冷准ほか諄勧

へてえ鐵〉耽ためてぃどうとにてしtる oX耳 .1駐lTvLへ・てムみし,ト

レ、J観%困難 4
ン、帯督指薦講め薇善

卜́ 千移券繊する機孝 ヒつくfiれギろじ鬱ざ。あo′ 鸞人の

響霧τもあつR.L■ ザつて。オ撃レバ°た要鷲lτ .奪蛍蘇彫ψ ttl』

(♪  )

貯itし 0ヽし 1み /′ 影 1レ Z2電浮ξpば

残褻″ぢめ敬拳気・喀む°めぞ毛
撻禁4夢雛次与.デ駐ぽ感た娯

うが。あみ摯ぞ甕tF.澤 瞬な得



r

iミ 黎 リク、こ驚ジ殉ク`'1・事む`ぞリモサiカト.'｀ドカ導留■警ヱJり 入…疑ft考切

|゛ふ,死運
・
激、4幻 毛托の 電 奪籐 露 して い F摯 ブI秘・.～導γ婢

・
=2考  ヽ

聞盗駒額
^仏

閣研勿

^tで
密ちヽ 多くハぷゃめ励}ぞ じ

^マ

がら.孝

鋳FT 71達_げ稗 11さ幽勧すイ壺騨霧なこ多ve黎 11… ガ∵ハ磯落ct=オ

t資 やしヽて。いろ1.           1

浸。専1級募績・の考だ

〔ノ,.バス嗜種4争 了1奪 ′1輝駐

彰業獅t↑予Ⅲくらバe XS・ ■鷺。11入 颯πも、辱筆・象響が奮砕ギ

いlセ |夕 t丁 トウ1手 しなら/れ どヽ′れ金 t、 がみ.孝坪鬱′溝
.か

ら

バ。スを留め今デ14イ筆次it堪 今tル .不 埓4n″ らヽ1字 ,鷲 階散

を1ミ 通ュ|マ。ぃつ■ し。詐てしo鷲って毒鋳で「さ場ぢ凛 ヒヒつ

て いろ .

o)。 電浮滋穐ハたス
聯T壻 家`管鷺ノヾ・ス・ハ暗胴電lL鶴 鷲冷ぷメまか闇、1撫舞4カ 1で 1ヽ

釧詩窺ヒ。一略ハ段均 v三校澪勧 tt蓬 て'て し1ら 、

°´哺ハ農場:  嚇 が・■°

'ニ
トな

。

"殉

ヾス■歿老´孝Yあ 。

・ 脅 像 つヽ あ 4酔 、 一 ハ
ウ
スリ ー トに輩こ入

…    oれ ′́tなぃたし1)Ve梶 系
「

掌徒。かf´皆孝て変、
。し月懇′霧衛零′裸魏.‐一 豪た藤輩̀ rttλバで`で。霧金.之

n

a構イニあ滋静eで多尋i

。(絵鵜
`

のaぃ こっ。芦脅千・|.
ol を郁鵬露理さ
多蠅式評 ロセ

・.挙)0惨減燿 に竜嬢 Lヒ .請 闘4帯   勧

ヾ.■二長ガ躊教ゴミ夜。ってしtみ .・

。 1颯用^考 朝レ Ftraスゎ。
・

のみ残離ぬ嬌夕
'4ま

L横 `チニいノア
・

●ハ颯′澪勒打島.

、  。物及本瞬 尋五 .4犠鷲 .

l     o確輩ハ爾食り後駐メ準メL義肇.

tt 夕   )



Pt鷲憶鷺勧 a推.ふ

_の,導 暑唯後かみ鵞奥
｀

挙脅・間の協観置′ん燿、鶴〕ぃ た泌iti等独か侵、薄̀
ρ
最

241嗜招,爆 a嬌 ■.褒ゲ箭都磯いうよ t、
iて。導舞輩篠漆 レ`織

網 tィ てt(みれ
ざ蝶滅 馨検め教え..(苺朗 >ビ a覇 檬の場心 奉ル名′)

・0薄 .週露4ハ 盲稼 ビ薄:峻崎
。考

「
響準奏

o綿か1観打瓢y実舞
0.が力物財鞍≧曜. 軍賀

株)な磁ハ拳駿かのた久 `

ドぽむ。みv.薄 め絡あ ll ltを協かけ賛万..多凝4)3軒もT轟、

夢ミ静菱電
｀
も威́場′V4つ し“

〔̀葬金tt酵‐ご
・
4..

,ぉ `撃イ蒻落勤めたえら

蜂:     へa酌り鶴み.…… 会象事ふ―-   7
卜春唱lT継蝶の準なfで ,‐

[メ ら轟雲徒次 ひてilボ 奮衰 |さ 麟
`卜め、奮小ャξI∫ く。孝ふ六就難でせめ掛で。あろ4・ キt JL.T,

に1ゞ みtい 雄Ч又滲機が
。
■ぐみ絆ごザ・スる。イ毅1で。I† .修 1贅愕 1・芯

v簿 1ミ ガセそ資い
°
で`さ産。辱鰺 嗜一■諄:埓冷蟷一一     摯

偉ft多終つ`)撫議で・爾たきK鷺 ようkt,て さみ、湘 Tう )ゴ 1

備′人F確 1っ 仕等.マ ノヘ上|′ri4悌 ヵじ1.で ざ「)つ もり
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